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平
成
三
十
年
度
総
会
で
、
新
し
い
執
行
理
事
、
運

営
委
員
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
三
人
の
方
が
選
任
さ
れ
た

が
、
連
盟
の
更
な
る
発
展
の
為
に
会
員
の
声
に
真

に
耳
を
傾
け
て
若
い
力
を
存
分
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

　

総
会
で
報
告
し
た
が
、
連
盟
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る

〝
漢
詩
で
遊
ぶ
〞に
つ
い
て
は
講
師
の
先
生
方
の
御

尽
力
の
お
蔭
で
、鑑
賞
会
Ａ
、Ｂ
、Ｃ
、霧
笛
女
子
会

に
漢
詩
を
作
ら
れ
な
い
方
々
も
積
極
的
に
参
加
し
て

漢
詩
の
面
白
さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ

る
事
や
、
十
周
年
記
念
漢
詩
大
会
や
今
回
の
総
会
で

の
石
川
忠
久
先
生
の
ご
講
演
、
昨
年
末
の
市
川
桃
子

先
生
の
ご
講
演
を
一
般

公
開
に
し
た
結
果
、
連

盟
外
の
漢
詩
大
好
き
仲

間
が
沢
山
参
加
し
て
く

れ
て
大
盛
況
で
あ
っ
た

事
な
ど
、
着
実
に
そ
の

裾
野
が
広
が
り
つ
つ
あ

る
と
思
う
。

　

し
か
し
、も
う
一
方
の〝
漢
詩
を
学
ぶ
〞の
中
核
で

あ
る〝
漢
詩
作
法
〞に
対
す
る
連
盟
の
取
り
組
み
方

に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
十
分
な
議
論
を
し
て
き
て
い

な
い
。
こ
の
十
二
年
間
、
毎
年
、
初
心
者
入
門
講
座

を
開
い
て
初
心
者
に
漢
詩
作
法
の
手
ほ
ど
き
を
し
、

そ
の
後
サ
ー
ク
ル
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
こ
に
先

輩
講
師
を
派
遣
し
て
定
期
的
に
勉
強
会
を
行
う
と
い

う
漢
詩
作
法
を
学
ぶ
場
の
設
定
は
し
て
き
た
が
、
そ

の
運
営
・
内
容
に
つ
い
て
特
別
な
規
制
・
配
慮
は
し

て
き
て
い
な
い
。〝
詩
力
の
向
上
〞は
あ
く
ま
で
も
個

人
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
初
級
か
ら
更
に
上
を
目
指

す
方
々
の
為
に
そ
れ
ぞ
れ
が
適
当
な
機
会
を
見
つ
け

て
努
力
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
こ
の
会

報
で
漢
詩
教
室
の
紹
介
を
し
て
い
る
が
、
連
盟
内
部

に
会
員
の
為
の
中
級
者
教
育
の
場
を
設
け
、
も
っ
と

力
を
入
れ
て
い
く
必
要
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
三
月
の〝
サ
ー
ク
ル
交
流
会
〞で
は
河
野
光

世
先
生
に
ご
指
導
を
お
願
い
し
、「
西
郊
日
暮
」と
い

う
詩
題
で
各
サ
ー
ク
ル
が
代
表
詩
を
提
出
、
先
生
の

ご
批
正
を
仰
い
だ
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
合
格

点
を
頂
け
る
レ
ベ
ル
の
詩
は
ほ
と
ん
ど
無
く「
神
漢

連
の
皆
さ
ん
は〝
題
詠
詩
〞を
全
く
理
解
し
て
い
な

い
、
石
川
忠
久
先
生
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
る
よ

う
に
題
詠
は
絵
で
い
え
ば
デ
ッ
サ
ン
で
、
デ
ッ
サ
ン

が
出
来
な
け
れ
ば
上
手
な
絵
は
描
け
ま
せ
ん
」と
厳

し
い
ご
叱
正
を
頂
い
た
。
こ
れ
ま
で
連
盟
が
正
し
い

中
級
者
教
育
を
し
て
こ
な
か
っ
た
事
に
そ
の
原
因
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
反
省
し
て
い
る
が
、「
題
詠

詩
が
重
要
だ
と
い
う
事
は
よ
く
分
か
っ
た
、
来
年
も

う
一
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
て
ほ
し
い
」と
い
う
の
が

会
員
大
多
数
の
声
で
あ
っ
た
事
は
皆
さ
ん
方
の
詩
力

向
上
へ
の
熱
意
の
表
れ
で
あ
り
、
今
後
の
連
盟
の
対

応
策
の
在
り
方
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　

現
在
の
サ
ー
ク

ル
勉
強
会
の
在
り

方
を
見
直
し
て
い

く
だ
け
で
十
分
な

の
か
、
何
ら
か
の

中
級
者
教
育
の
場

を
別
途
に
設
け
る

方
が
良
い
の
か
、

皆
さ
ん
方
か
ら
の

率
直
な
ご
意
見
を

よ
く
聞
い
て
連
盟

と
し
て
の
具
体
的

な
対
応
策
を
考
え

て
い
く
予
定
で
あ

る
。
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第
十
三
回
神
漢
連
総
会
開
く
！

事
務
局
長　

高
津
有
二

　

五
月
三
十
日
、
午
後
一
時
よ
り
神
奈
川
近
代
文
学

館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
石
川
忠
久
先
生
、
窪
寺
啓
先
生

の
ご
臨
席
の
も
と
、
会
員
六
十
余
名
が
出
席
し
て
、

神
漢
連
第
十
三
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
三
村
会
長
か
ら
本
年
度
の
活
動
方
針

と
し
て「
漢
詩
を
学
ぶ
、漢
詩
で
遊
ぶ
」の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
継
続
し
て
い
く
中
で
、
会
員
の
詩
力
向
上
に
神

漢
連
と
し
て
支
援
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
い
で
、
事
務
局
か
ら
活
動
報
告
、
今
後
の
活
動

計
画
、
決
算
報
告
、
予
算
計
画（
本
頁
中
段
参
照
）、

規
約
改
定
案
、人
事
案（
本
頁
下
段
参
照
）が
提
案
さ

れ
、若
干
の
質
疑
の
あ
と
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
の
議
事
終
了
後
、
石
川
先
生
の
講
演「
白
楽

天
の
詩
と
人
生
」が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
外

部
に
ビ
ラ
、
新
聞
掲
載
等
で
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
た
め
、

総
勢
二
〇
〇
名
を
超
え
る
聴
講
者
が
あ
り
ま
し
た
。

（
本
紙
四
頁
、五
頁
参
照
）

　

ま
た
、
当
日
午
前
中
、
寄
贈
本
の
頒
布
会
を
行
い

ま
し
た
。（
本
紙
三
頁
上
段
参
照
）

平
成
二
十
九
年
度
決
算
・
三
十
年
度
予
算

平
成
三
十
年
度
人
事

☆
理
事　
　
　

玉
井 

幸
久   

石
川 

省
吾　

 

古
田 

光
子

岡
田 

泰
男   

横
山 

真
吾　

 

桜
庭 

慎
吾

☆
執
行
理
事

三
村 

公
二（
会　

長
）

水
城 

ま
ゆ
み（
副
会
長
）　

中
島 

龍
一（
副
会
長
）

高
津 

有
二（
事
務
局
長
）　

香
取 

和
之（
事
務
局
次
長
） 

吉
岡 

昭
夫　

室
橋 

幸
子　

 

川
上 

修
己　

飯
島 

敏
雄　

瀧
川 

智
志

新
井 

治
仁（
新
任
、
詩
游
会
）大
森 

冽
子（
新
任
、
以
文

会
）　

山
口 

幸
雄（
新
任
、九
詩
期
会
）

☆
監　
　
　

事　

柴
田 　

洋 　

松
井 

秀
人

☆
特
別
相
談
役　

岡
崎 

満
義

☆
相　

談　

役　

住
田 

笛
雄

☆
顧　
　
　

問

石
川 

忠
久　

窪
寺 　

啓　

淺
岡 

清
明　

三
上 

光
敏　

池
上 

一
利

☆
運
営
委
員

家
吉 

幸
二　

犬
飼 　

堯　

牛
山 

知
彦　

岩
波 

弘
道　

山
岡 

健
郎　
　

芝 　

公
男（
新
任
、
八
起
会
）　

細
江 

利
昭（
新
任
、
十

期
会
）　

篠
崎 

吉
之（
新
任
、詩
林
会
）

（
参
考
）

☆
竹
林
舎

玉
井 

幸
久　

飯
沼 

一
之　

城
田 

六
郎

古
田 

光
子　

住
田 

笛
雄　

桜
庭 

慎
吾

連
盟
の
行
事

平成 29 年度田原基金決算 平成 30 年度一般会計予算案 平成 29 年度一般会計決算

区分 費目 金額 区分 費目 金額 区分 費目 金額

収入 田原先生ご遺族
からの寄付 1,000,000

収入

前年度より
繰越 302,284

収入

前年度より
繰越 382,103

支出 無し 0 年会費 514,000 年会費 547,000

残 次年度繰越 1,000,000 行事参加費 730,000 行事参加費 725,710

平成 30 年度田原基金予算案 その他 945,000 その他 1,000,950

区分 費目 金額

支出

経常費 657,680

支出

経常費 813,021

収入 前年度より繰越 1,000,000 行事費 834,000 行事費 893,122

支出 検討中 ― その他 771,000 その他 647,336

残 次年度繰越 ― 残 次年度繰越 228,604 残 次年度繰越 302,284
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寄
贈
本
頒
布
会
―
短
時
間
で
完
売

　

総
会
が
開
か
れ
た
五
月
三
十
日
の
午
前
中
、
故
田

原
健
一
副
会
長
と
礒
野
衞
孝
氏（
鎌
倉
漢
詩
会
主
宰
）

の
寄
贈
本
二
百
六
十
冊
の
頒
布
会
を
開
催
し
た
。
こ

の
催
し
は
今
回
で
三
回
目
で
あ
り
、漢
詩
集
、辞
書
・

韻
書
類
、
及
び
漢
詩
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
と
な
る
歴

史
・
紀
行
文
な
ど
、
神
漢
連
大
先
輩
の
蔵
書
を
超
廉

価
で
会
員
の
方
々
に
お
分
け
し
、
漢
詩
鑑
賞
や
作
詩

に
役
立
て
て
頂
き
た
い
と
の
趣
旨
で
あ
る
。

　

今
回
も
十
時
の
開
催
時
刻
前
か
ら
、
三
十
名
弱
の

方
々
が
寄
贈
本
を
囲
み
、
虎
視
眈
々
と
狙
い
を
定
め

て
い
た
。
頒
布
は
先
着
順
だ
が
、
大
漢
和
辞
典
、

文
韻
府
、
円
機
活
法
な
ど
の
大　

型
図
書
に
つ
い
て

は
、今
回
は
希
望
者
間
の
抽
選
と
し
た
。こ
の
為
、会

場
内
は
い
つ
も

の
通
り
、
悲
喜

こ
も
ご
も
の
情

景
だ
っ
た
。尚
、

寄
贈
本
は
約

四
〇
分
と
い
う

短
時
間
の
う
ち

に
完
売
し
、
売

上
は
神
漢
連
へ

入
金
さ
れ
た
。

（
香
取
和
之
）

熱心にお目当ての本を探す会員熱心にお目当ての本を探す会員

十
二
期
初
心
者
入
門
講
座
と

受
講
者
の
声

初
心
者
入
門
講
座（
十
二
期
生
集
う
）

　

今
年
度
の
初
心
者
入

門
講
座
は
二
十
名
弱
の

方
々
の
参
加
で
実
施
さ

れ
、
例
年
通
り
五
回
の

講
座
で
全
員
七
言
絶
句

が
作
詩
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
今
回
は
約
半

数
の
女
性
が
集
う
と
と

も
に
活
気
あ
る
勉
強
会

と
な
り
、
今
後
の
十
二

期
生
の
新
サ
ー
ク
ル
に

期
待
し
た
い
。

（
川
上
修
己
）

趣
味
の
漢
詩　

―
更
な
る
一
歩
へ
―

十
二
期　

小
林
弘
子

　

新
緑
の
美
し
い
横
浜
、
近
代
文
学
館
の
第
十
二
期

生
と
し
て「
初
心
者
講
義
と
実
習
」に
参
加
す
る
こ

と
に
致
し
ま
し
た
。
思
え
ば
、
漢
詩
・
漢
文
に
接
し

た
大
昔
以
来
、始
め
て
の
事
で
す
。

　

き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、一
昨
年
、開
港
記
念
館

で
の
漢
詩
の
会
で
す
。
当
日
恐
れ
乍
ら
参
加
し
た
私

に
、一
枚
一
個
の
漢
字
が
渡
さ
れ
、七
枚
で
一
句
を
作

る
作
業
で
し
た
が
、
傍
ら
に
待
機
さ
れ
た
先
生
方
が

巧
み
に
希
望
の
字
や
好
み
を
聞
き
、
次
々
と
漢
字
の

並
べ
方
を
教
え
て
下
さ
り
一
句
を
作
り
ま
し
た
。
階

下
で
は
、
行
楽
に
参
加
さ
れ
た
方
の
漢
詩
と
、
そ
れ

に
伴
な
う
ス
ケ
ッ
チ
他
の
展
示
、
こ
れ
は
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
漢
詩
の
世
界
に
更
に
新
し
い
動
き
が
見
ら

れ
た
の
で
す
。
自
分
の
漢
詩
を
、
小
篆
の
字
体
で
記

し
、
中
国
語
で
朗
詠
し
、
ま
た
写
真
・
ス
ケ
ッ
チ
等

色
々
の
形
で
表
現
で
き
る
嬉
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

も
う
一
度
、
原
点
に
戻
っ
て
、
漢
詩
の
作
法
を
習

得
し「
趣
味
の
漢
詩
」を
原
点
か
ら
習
い
た
い
と
思
っ

て
の
参
加
で
す
。

　

添
削
に
当
た
り
、
先
生
方
の
巧
み
な
誘
導
と
豊
富

な
溢
れ
る
言
語
力
に
間
を
置
か
ず
変
化
す
る
自
分
の

語
を
見
て
、嬉
し
さ
一
杯
で
す
。「
趣
味
の
漢
詩
」で
す
。

自
分
な
り
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
本
望
で
す
。

秋
開
催
の「
研
修
会
」へ
投
稿
と

参
加
の
お
願
い

　

毎
年
行
わ
れ
て
お
り
ま
す「
研
修
会
」は
会
員
の

提
出
詩
を
参
加
者
に
よ
る
選
句
方
式（
特
選
二
点
、

佳
選
一
点
、
持
点
五
点
）で
評
価
し
て
楽
し
む
会
で

す
。初
心
者
で
も
高
得
点
を
得
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

中
・
上
級
者
で
も
高
い
点
を
得
ら
れ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
後
の
批
評
会
が
作
詩
に
お
お
い
に
役

立
ち
ま
す
の
で
恐
れ
ず
に
多
く
の
方
々
の
投
稿
と
参

加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
開
催
、
投
稿
に
つ
い
て

は
十
六
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
川
上
修
己
）

12期生と講師の方々12期生と講師の方々
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白
楽
天
の
詩
と
人
生

　

―
石
川
忠
久
先
生
講
演
会
―

　
　

二
〇
〇
名
を
超
え
る
聴
衆
を
魅
了
！

（
平
成
三
十
年
五
月
三
十
日
神
漢
連
総
会
後
）

　

私
が
大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
と
き
に
、
こ
の

神
奈
川
の
翠
嵐
高
校
で
非
常
勤
講
師
を
週
一
回
、
八

年
間
務
め
た
の
で
、
懐
か
し
い
思
い
出
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
白
楽
天
は
我
が
国
に
お
い
て
最
も
読
ま
れ

た
詩
人
で
す
。李
白
や
杜
甫
よ
り
も
人
気
が
あ
っ
て
、

遣
唐
使
の
こ
ろ
か
ら
白
氏
文
集
を
た
く
さ
ん
買
っ
て

日
本
に
帰
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
。

　

李
白
・
杜
甫
は
盛
唐
の
人
で
す
が
、
白
楽
天
は
少

し
後
の
中
唐
の
人
で
す
。
な
ぜ
人
気
が
あ
っ
た
か
と

言
う
と
、
一
つ
は
詩
が
分
か
り
や
す
い
。
も
う
一
つ

は
、
長
生
き
し
て
七
十
五
歳
ま
で
生
き
た
こ
と
で

す
。
そ
し
て
大
臣
ク
ラ
ス
ま
で
偉
く
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
李
白
は
六
十
二
歳
、
杜
甫
は
五
十
九
歳

で
死
に
、
こ
の
二
人
は
役
人
と
し
て
偉
く
は
な
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

白
楽
天
が
十
六
歳
で
都
に
き
て
、
当
時
の
大
詩

人
、
顧こ

況き
ょ
うに
面
会
し
ま
し
た
。
況
は
楽
天
の
名
の
居

易
を
見
て
、
長
安
は
暮
ら
し
易
く
は
な
い
ぞ
と
か
ら

か
い
ま
し
た
。
し
か
し
次
の
詩
を
見
て
驚
き
、
若
く

し
て
、
こ
の
よ
う
な
詩
を
作
れ
る
な
ら
ば
、
君
は
楽

に
生
活
で
き
る
と
賞
賛
し
た
の
で
す
。
こ
れ
が
出

世
作
と
な
り
、
楽
天
の
名
は
一
挙
に
高
ま
っ
た
の
で

す
。

　
　

　

賦
得
古
原
草 

　

古
原
の
草
を
賦ふ

し
得
た
り

　
　
　
　
　
　
　

送
別 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

送
別

離
離
原
上
草 

離
々
た
り 

原
上
の
草

一
歳
一
枯
栄 

一
歳
に
一
た
び
枯こ

栄え
い
す

野
火
焼
不
尽 
野
火 

焼
け
ど
も
尽
き
ず

春
風
吹
又
生 
春
風 

吹
い
て
又
た
生
ず

遠
芳
侵
古
道 
遠え
ん
芳ぽ
う 
古
道
を
侵お
か
し

晴
翠
接
荒
城 

晴
翠 
荒
城
に
接
す

又
送
王
孫
去 

又
た
王お
う
孫そ
ん
の
去
る
を
送
れ
ば

萋
萋
満
別
情 

萋せ
い
々せ
い
と
し
て
別
情
満
つ

　

賦
得
と
は
詩
を
奉
る（
見
て
頂
き
た
い
）と
い
う

意
で
あ
り
、
律
詩
で
す
か
ら
三
四
句
と
五
六
句
は
見

事
な
対
句
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
の
二
句
は
、
親
し
い
友
を
見
送
る
こ
と
と
な

り
、
別
れ
の
悲
し
み
は
つ
ぎ
つ
ぎ
に
生
え
て
く
る
草

の
よ
う
に
、
わ
が
胸
に
沸
き
起
こ
っ
て
尽
き
な
い
と

い
う
意
味
で
す
。

　

八
月
十
五
日
夜 

　

八
月
十
五
日
の
夜

　

禁
中
独
直 

　

禁
中
に
独
り
直
し

　

対
月
憶
元
九 

　

月
に
対
し
て
元
九
を
憶
う

銀
台
金
闕
夕
沈
沈 

銀
台 

金き
ん
闕け
つ 

夕
べ
沈ち
ん

々ち
ん

独
宿
相
思
在
翰
林 

独ど
く
宿し
ゅ
く

 

相
思
い
て
翰か
ん
林り
ん
に
在
り

三
五
夜
中
新
月
色 

三さ
ん
五ご

夜や

中ち
ゅ
う

 

新
月
の
色

二
千
里
外
故
人
心 

二
千
里
外 

故
人
の
心

渚
宮
東
面
煙
波
冷 

渚し
ょ
宮き
ゅ
うの
東
面 

煙
波
冷
や
か
に

浴
殿
西
頭
鐘
漏
深 

浴
殿
の
西
頭 

鐘
し
ょ
う
漏ろ
う
深
し

猶
恐
清
光
不
同
見 

猶
お
恐
る
清
光
同
じ
く
は
見
ざ
ら
ん
こ
と
を

江
陵
卑
湿
足
秋
陰 

江
陵
は
卑ひ

湿し
つ
に
し
て
秋
陰
足お
お
し

　

こ
の
詩
は
七
言
律
詩
で
、
作
る
の
が
最
も
難
し

く
、
こ
れ
が
出
来
れ
ば
詩
を
作
る
人
と
し
て
は
一
人

前
と
言
え
ま
す
。

　

元
稹
は
白
楽
天
の
親
友
で
す
。
官
僚
登
用
試
験
の

科
挙
の
成
績
は
、
元
稹
が
一
番
、
楽
天
は
四
番
で
し

た
。
元
稹
の
ほ
う
が
、
出
世
が
早
か
っ
た
か
ら
左
遷

さ
れ
る
の
も
早
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
友
人
が
都
か

ら
追
わ
れ
南
方
の
田
舎
で
苦
労
し
て
い
る
友
を
憶
う

詩
で
す
。

　

こ
の
詩
こ
そ
、
和
漢
朗
詠
集
に
載
せ
ら
れ
、
日
本

で
知
ら
れ
る
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
詩
と
言
え
ま
す
。

禁
中
で
独
り
で
宿
直
し
て
い
る
楽
天
が
、
元
稹
を
心

配
し
同
情
し
て
い
る
の
で
す
。

講演に熱がこもる石川先生講演に熱がこもる石川先生



5

漢詩神奈川神奈川県漢詩連盟会報　第23号 平成30（2018）年7月15日

三
句
と
四
句
の
対
は
見
事
で
す
ね
。

五
句
は
元
稹
の
い
る
宮
殿
、
六
句
は
楽
天
の
居
る
禁

中
の
こ
と
で
す
。

　
香
炉
峰
下
新
卜
山
居 　
香
炉
峰
下
新
た
に
山
居
を
卜ぼ
く
し

　
草
堂
初
成
偶
題
東
壁 　
草
堂
初
め
て
成
り
偶
た
ま
た
ま東
壁
に
題
す

日
高
睡
足
猶
慵
起 
日
高
く 

睡
り
足
り
て 

猶
お
起
く
る
に
慵も
の
うし

小
閣
重
衾
不
怕
寒 
小
閣
の
衾
を
重
ね
て 

寒
さ
を
怕お
そ
れ
ず

遺
愛
寺
鐘
欹
枕
聴 

遺
愛
寺
の
鐘
は 

枕
を
欹そ
ば
だて
て
聴
き

香
炉
峰
雪
撥

看 

香
炉
峰
の
雪
は 

を
撥か
か
げて
看
る

匡
廬
便
是
逃
名
地 

匡
き
ょ
う
廬ろ

は 

便
ち
是
れ 
名
を
逃
る
る
の
地

司
馬
仍
為
送
老
官 

司
馬
は 

仍な

お
老
い
を
送
る
の
官
為た

り

心
泰
身
寧
是
帰
処 

心
泰や
す
く 

身
も
寧や
す
き
は 
是
れ
帰
す
る
処

故
郷
何
独
在
長
安 

故
郷 

何
ぞ
独
り 

長
安
に
の
み
在あ

ら
ん
や

　

こ
の
詩
は
楽
天
自
身
が
江
西
省
に
左
遷
さ
れ
た
と

き
の
心
境
を
詠
っ
て
い
ま
す
。

　

匡
き
ょ
う

廬ろ

は
廬
山
の
こ
と
で
、
自
分
の
居
る
所
、
司
馬

は
県
の
次
長
の
こ
と
で
、
県
は
郡
の
下
で
す
か
ら

（
日
本
と
は
逆
）小
役
人
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
楽
天

は
左
遷
さ
れ
て
も
悲
し
ん
で
は
い
な
い
と
詠
っ
て

い
ま
す
が
、
強
が
り
で
そ
う
言
え
ば
言
う
ほ
ど
、
胸

の
内
は
長
安
に
帰
り
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

す
。

　

送
王
十
八
帰
山 

　

王
十
八
の
山
に
帰
る
を
送
り

　

寄
題
仙
遊
寺 

　

仙
遊
寺
に
寄
題
す

曽
於
太
白
峰
前
住 

曽か
つ
て 

太
白
峰
前
に
於お

い
て
住
み

数
到
仙
遊
寺
裏
来 

数し
ば
し
ば 

仙
遊
寺
裏
に 

到
り
て
来
た
る

黒
水
澄
時
潭
底
出 

黒
水
澄
む
時 

潭た
ん
底て
い
出
で

白
雲
破
処
洞
門
開 

白
雲
破
る
る
処 

洞
門
開
く

林
間
煖
酒
焼
紅
葉 

林
間
に
酒
を
煖
あ
た
た
めめ
て 

紅
葉
を
焼
き

石
上
題
詩
掃
綠
苔 

石
上
の
詩
を
題
し 

綠
り
ょ
く
苔た
い
を
掃は
ら
う

惆
悵
旧
遊
無
復
到 

惆
ち
ゅ
う
悵ち
ょ
うす 

旧
遊
復ま

た
到
る
こ
と
無
き
を

菊
花
時
節
羨
君
迴 

菊
花
の
時
節 

君
が
迴か
え
る
を
羨う
ら
やむ

　

こ
の
詩
は
、
白
楽
天
が
か
つ
て
遊
ん
だ
寺
は
景
色

が
よ
く
、
紅
葉
で
酒
を
暖
め
た
り
、
詩
を
石
の
上
に

書
い
た
り
し
た
。
し
か
し
昔
楽
し
ん
だ
こ
の
場
所
に

再
び
行
け
な
い
の
だ
。
だ
が
、
君
は
そ
こ
へ
帰
っ
て

ゆ
く
と
い
う
、
そ
れ
が
羨
ま
し
い
と
言
っ
て
い
ま

す
。
王
十
八
は
楽
天
の
友
人
で
、
勧
め
て
長
恨
歌
を

作
ら
せ
た
人
で
あ
り
ま
す
。

　
　

　

対
酒 

　

酒
に
対
す

蝸
牛
角
上
争
何
事 

蝸か

牛ぎ
ゅ
う

 

角か
く

上じ
ょ
う

何な
に

事ご
と
を
か
争
う

石
火
光
中
寄
此
身 

石
火
光
中 

此
の
身
を
寄よ

す

随
富
随
貧
且
歓
楽 

富と
み
に
随し
た
がい 

貧ひ
ん
に
随
い
て 

且し
ば
らく
歓か
ん
楽ら
く
せ
ん

不
開
口
笑
是
痴
人 

口
を
開ひ
ら
い
て
笑
わ
ざ
る
は 

是こ
れ
れ
痴ち

人じ
ん

　

こ
の
詩
は
、
世
を
達
観
し
て
詠
っ
て
い
ま
す
。
世

の
中
の
こ
と
は
、
蝸
牛
の
角
の
上
の
よ
う
な
小
さ
な

と
こ
ろ
で
、
争
っ
た
り
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。

石
火
光
中
は
一
瞬
の
人
生
。
富
や
貧
乏
は
共
に
楽

し
ん
で
、
笑
っ
て
暮
ら
さ
な
い
も
の
は
馬
鹿
だ
、
と

言
っ
て
い
ま
す
。
言
わ
れ
て
み
る
と
そ
の
通
り
だ
な

あ
と
思
い
ま
す
。

　

白
楽
天
は
、
挫
折
を
味
わ
い
な
が
ら
、
人
生
を
乗

り
越
え
、
官
僚
と
し
て
、
詩
人
と
し
て
成
功
し
た
人

で
す
。今
日
は
そ
の
代
表
的
な
詩
を
紹
介
し
ま
し
た
。

（
石
川
先
生
に
は
約
二
時
間
に
わ
た
っ
て
、
八
首
の

解
説
を
し
て
頂
き
ま
し
た
が
、
紙
面
の
関
係
上
、
五

首
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。）

（
中
島
龍
一
）

熱心に聞き入る200名余の聴衆熱心に聞き入る200名余の聴衆
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第
五
回
サ
ー
ク
ル
交
流
会

（
バ
ト
ル
漢
詩
甲
子
園
）開
催
大
盛
況

　

三
月
二
十
九
日（
木
）、
例
年
に
な
く
早
い
満
開
の

桜
に
蓋
わ
れ
た
横
浜
山
手
の
神
奈
川
近
代
文
学
館
に

お
い
て
、
第
五
回
サ
ー
ク
ル
交
流
会
と
し
て
三
年
ぶ

り
の
バ
ト
ル
漢
詩
甲
子
園
が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
は
九
期
以
降
の
バ
ト
ル
初
経
験
四
サ
ー
ク

ル
を
加
え
た
十
三
サ
ー
ク
ル
会
員
の
ほ
か
、
合
計

八
十
二
名（
そ
の
他
無
記
名
数
人
）が
参
加
す
る
盛

況
と
な
っ
た
。

　

前
回
に
な
ら
い「
詩
題
」を
事
前
に
決
め
る
方
式

を
採
用
し
、
批
正
・
講
評
を
お
願
い
し
た
河
野
光
世

先
生
か
ら「
西
郊
日
暮
」の
詩
題
を
頂
戴
し
た
。半
年

間
に
渡
る
サ
ー
ク
ル
の
先
生
の
指
導
無
し
で
の
試
行

錯
誤
は
、会
員
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
。

　

当
日
前
半

は
、
十
二
首
の

各
サ
ー
ク
ル
代

表
漢
詩（
直
近
創

設
の
十
一
期「
詩

林
会
」は
提
出
免

除
）
に
つ
い
て
、

一
首
ず
つ
十
三

名
の
バ
ト
ラ
ー

と
会
場
参
加
者

が
議
論
を
闘
わ

せ
た
。
こ
れ
ま
で

の
勉
学
知
識
や

大
漢
和
・
捜
韻
を
調
べ
上
げ
た
上
で
の
指
摘
に
会

場
が
感
心
す
る
一
方
で
、
勘
違
い
の
批
評
が
あ
っ
た

り
、
指
摘
に
対
し
て
回
答
者
が
フ
リ
ー
ズ
す
る
場
面

も
あ
っ
た
り
と
、
真
剣
な
中
に
も
和
気
藹
々
の
雰
囲

気
で
進
行
し
た
。

　

後
半
は
、
河
野
先
生
の
批
正
、
講
評
、
窪
寺
先
生

の
コ
メ
ン
ト
と
続
い
た
が
、
貴
重
な
お
話
を
ゆ
っ
く

り
と
お
聞
き
す
る
時
間
が
な
か
っ
た
こ
と
は
、
誠
に

申
し
訳
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
、
会
場
の
参
加
者
は
、
河
野
先
生
の
的

確
か
つ
丁
寧
な
た
く
さ
ん
の
批
正
を
聞
き
逃
す
ま
い

と
、
謙
虚
に
聞
き
入
っ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ

た
。

　

更
に
、
河
野
先
生
か
ら
、
漢
詩
作
り
に
あ
た
っ
て

は「
不
必
要
な
も
の
は
本
当
の
こ
と
で
も
省
く
」こ

と
や
、「
題
詠
は
作
詩
上
達
の
た
め
の
必
須
の
階
梯
」

と
の
ポ
イ
ン
ト
を
突
い
た
お
話
を
頂
き
、
一
同
納
得

し
た
次
第
で
あ
る
。

　

河
野
先
生
の
選
考
に
よ
り
、
優
秀
詩
と
し
て
以

下
に
掲
げ
た
三
首
が
選
ば
れ
た
。
ま
た
、
優
秀
バ
ト

ラ
ー
は
、
嶋
内
隆
行（
好
文
会
）、
板
本
健
作（
詩
游

会
）、山
岡
健
郎（
七
歩
会
）の
三
氏
が
選
ば
れ
た
。

バトル会場風景（最前列がバトラー各位）バトル会場風景（最前列がバトラー各位）

河野光世先生の批正、講評河野光世先生の批正、講評

　
　

第
一
席（
七
歩
会
）

郊
原
獨
佇
草
叢
荒 

郊
原 

独
り
佇
め
ば 

草
叢
荒
れ

獨
游
郊
野
桂
花
香

　
　

飛
來
飛
去
忙 

赤
卒 

飛
び
来
た
り
飛
び
去
っ
て
忙
し

赤
卒
相
逢
舞
白

　
　
　
　

途
尚 

日
暮く

れ 

風
寒
く
し
て 

途
尚
ほ
遠
く

日
暮
風
寒
尚
途
遠

欲
沈　

日 

沈
ま
ん
と
欲
す
る
残
日 

影
徒
ら
に
長
し

孤
雲
殘
照
影
徒
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

第
二
席（
八
起
会
）

　
　
　
　

返
照
長 

赤
卒 

群
飛
し
て 

返
照
長
し

赤
卒
群
飛
遊
夕
陽

高 

高
風 

野
を
払
い 

清
涼
を
送
る

微
風
拂
野
送
淸
涼

歸　

去
後
秋
光
靜 

帰
鴉
去
り
し
後 

秋
光
静
か
に

棲
鴉
比
翼
旋
空
曲

時
聽　
　

世
塵
忘 

時
に
疏
鐘
を
聴
け
ば 

世
塵
忘
る

何
處
疏
鐘
憶
故
鄕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

第
三
席（
金
星
会
）

西
郊
曳

夕
陽
斜 

西
郊

を
曳
け
ば 

夕
陽
斜
め
な
り

荒
草
搖
風
一
望
遐 

荒
草 

風
に
揺
ら
ぎ 

一
望
遐は
る
かな
り

四
面
枯
林
籠
赤
霞

赤
卒
羣
飛
懷　

里 

赤
卒
群
飛
し 

故
里
を
懐
ふ

獨
立
田
疇
思
故
舊

忘
時
獨
佇
噪 

時
を
忘
れ 

独
り
佇
め
ば 

帰
鴉
噪
ぐ

天
涯
三
五
望
歸
鴉
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懇
親
会
は
、い

つ
も
通
り
会
場

を
ポ
ー
ト
ヒ
ル

横
浜
に
移
し
て

総
勢
五
十
六
名

が
出
席
し
て
行

わ
れ
た
。各
サ
ー

ク
ル
・
バ
ト
ラ
ー

の
苦
労
談
を
は

じ
め
、楽
し
い
ス

ピ
ー
チ
や
受
賞

作
品
等
の
吟
詠

が
次
々
と
続
き
、
あ
っ
と
い
う
間
に
楽
し
い
サ
ー
ク

ル
交
流
の
時
間
が
過
ぎ
て
い
っ
た
。

　

特
に
記
憶
に
残
る
の
は
、
最
優
秀
詩
が
喜
多
さ
ん

の
遺
作
で
あ
っ
た
と
の
サ
ー
ク
ル
紹
介
と
、
こ
の
詩

は「
詩し

し
ん讖
」と
な
っ
て
作
者
の
こ
と
を
暗
示
し
て
い
た

と
の
窪
寺
先
生
の
お
話
で
し
た
。

　

な
お
、
窪
寺
先
生
な
ら
び
に
河
野
先
生
か
ら
、
次

の
玉
韻
を
頂
戴
し
た
。

　
　

窪
寺　

啓 

先
生　

玉
韻

臨
港
櫻
丘
風
蕩
駘 

港
を
臨
む
桜
丘 

風
蕩と
う

駘た
い

高
堂
鷗
鷺
鬪
詩
來 

高
堂
の
鴎お
う
鷺ろ 

詩
を
闘
は
せ
て
来
る

論
評
謇
諤
興
無
盡 

論
評 

謇け
ん
諤が
く 

興
尽
き
る
無
し

偏
俟
誰
誇
奪
錦
才 

偏ひ
と
えに
俟ま

つ 

誰
か
誇
る
奪
錦
の
才

　
　

河
野
光
世 

先
生　

玉
韻

千
紫
萬
紅
金
港
春 

千
紫 

萬
紅 

金
港
の
春

鷗
盟
相
集
鬪
才
頻 

鴎
盟
相
集
ひ 

才
を
闘
は
す
こ
と
頻
り
な
り

宜
尋
風
雅
先
人
句 

宜
し
く
風
雅
を
先
人
の
句
に
尋
ね

勉
勵
交
歓
共
覓
眞 

勉
励 

交
歓
し
て 

共
に
真
を
覓も
と
む
べ
し

（
牛
山
知
彦
）

バ
ト
ル
漢
詩
甲
子
園
一
等
賞
受
賞
に
寄
せ
て

　
　
七
歩
会　

山
岡
健
郎

　

目
の
前
に
記
念
写
真
が
あ
る
。
五
年
前
会
が
発

足
し
た
日
、
皆
良
い
笑
顔
だ
。
あ
の
時
の
酒
は
美
味

か
っ
た
ね
、
喜
多
さ
ん
。
受
賞
を
電
話
で
お
知
ら
せ

し
た
時
の
奥
様
の
お
喜
び
の
声
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

喜
多
さ
ん
は
最
後
の
例
会
で
自
分
の
病
気
に
つ
い

て
我
々
に
淡
々
と
語
り
、
抗
癌
剤
治
療
を
受
け
な
が

ら
も
メ
ー
ル
で
一
緒
に
推
敲
を
繰
り
返
し
た
。
喜
多

さ
ん
の
思
い
を
汲
み
つ
つ
も
、
時
に
は
意
見
が
激
し

く
対
立
し
た
が
、
最
後
の
詩
と
自
覚
し
て
い
る
彼
は

な
か
な
か
自
説
を
曲
げ
な
い
。
最
後
は
会
員
の
投
票

で
最
終
案
を
決
め
た
。
選
者
に
お
褒
め
戴
い
た「
影

徒
長
」も
全
員
の
推
敲
の
結
果
で
あ
る
。

　

今
ま
で
人
の
詩
を
こ
こ
ま
で
思
い
を
込
め
て
推
敲

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
辞
書
を
引
き
、
ネ
ッ
ト
で

調
べ
、
読
み
下
し
を
朗
読
し
、
中
国
語
で
も
読
ん
で

み
る
。
自
分
の
詩
に
は
客
観
的
に
な
れ
ず
、
こ
れ
以

外
に
な
い
と
い
う
思
い
込
み
と
思
い
上
が
り
で
終
わ

り
だ
が
、
人
の
詩
を
客
観
的
に
見
る
こ
と
が
こ
れ
ほ

ど
勉
強
に
な
る
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。

　

河
野
先
生
に
は
題
詠
詩
の
意
味
と
作
詩
の
基
本
を

教
え
て
い
た
だ
い
た
。
作
者
の
思
い
は
さ
て
お
き
、

詩
と
し
て
評
価
で
き
る
か
否
か
を
第
一
に
、
心
し
て

こ
れ
か
ら
も
詩
を
紡
い
で
行
こ
う
。

バ
ト
ラ
ー
の
声

好
文
会　

嶋
内
隆
行

　

第
五
回
バ
ト
ル
漢
詩
甲
子
園
で
は
、
各
サ
ー
ク
ル

十
三
名
の
バ
ト
ラ
ー
で
討
論
い
た
し
ま
し
た
。私
は
、

自
分
の
会
の
詩
が
聴
衆
の
方
々
に
わ
か
り
や
す
く
伝

わ
る
よ
う
に「
ど
う
読
む
か
」と
い
う
こ
と
に
力
を

注
ぎ
ま
し
た
。
つ
ま
り
読
み
下
し
文
と
解
釈
文
と
を

明
瞭
に
且
つ
ゆ
っ
く
り
と
話
す
よ
う
に
心
が
け
ま
し

た
。
他
の
バ
ト
ラ
ー
の
方
々
か
ら
は
、
提
出
さ
れ
た

詩
の
一
字
一
句
を
漢
和
辞
典
で
調
べ
た
と
の
発
言
も

あ
り
、
各
サ
ー
ク
ル
の
詩
の
良
い
点
や
問
題
点
等
を

し
っ
か
り
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
十
分
に
準
備

し
て
出
席
さ
れ
た
と
感
じ
た
次
第
で
す
。

　

河
野
光
世
先
生
は
、
初
心
の
う
ち
は
題
詠
詩
を
勉

強
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
強
調
さ
れ
ま

し
た
。
与
え
ら
れ
た
詩
題
を
心
に
思
い
浮
か
べ
、
そ

れ
を
言
葉
に
ま
と
め
上
げ
る
。
こ
う
し
た
練
習
を
積

み
重
ね
る
こ
と
で
詩
を
作
る
要
領
が
つ
か
め
る
よ
う

に
な
る
。「
西
郊
日
暮
」で
あ
れ
ば「
秋
の
野
辺
」の

「
日
暮
れ
時
の
興
趣
」が
詠
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
題
意
は
起
句
・
承
句
ま
で
に
詠
い
込

む
。
少
な
く
と
も
転
句
ま
で
に
詠
う
も
の
だ
と
の
お

話
し
で
し
た
。

　

今
回
優
秀
バ
ト
ラ
ー
の
一
人
に
選
ん
で
い
た
だ
き

大
変
驚
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
他
の
会
の
作

品
の
良
い
と
こ
ろ
、
直
す
べ
き
と
こ
ろ
を
発
言
で
き

る
よ
う「
詩
を
理
解
す
る
力
」を
つ
け
て
ゆ
く
よ
う

努
力
致
し
ま
す
。

懇親会での窪寺先生ご挨拶懇親会での窪寺先生ご挨拶
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漢
詩
サ
ー
ク
ル
と
漢
詩
鑑
賞
会
の

一
年
間
の
活
動

現
状
と
展
望

事
務
局
長　

高
津
有
二

　

神
漢
連
の
活
動
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る「
漢
詩
を
学

ぶ
、
漢
詩
で
遊
ぶ
」の
屋
台
骨
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

ま
さ
に
漢
詩
サ
ー
ク
ル
と
漢
詩
鑑
賞
会
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
講
師
の
先
生
方
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
苦
労
に

対
し
て
は
衷
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

漢
詩
鑑
賞
会
は
、
漢
詩
詩
作
は
ち
ょ
っ
と
と
い
う

人
に
と
っ
て
も
漢
詩
に
接
す
る
こ
と
が
憩
い
の
場
で

あ
り
、
心
の
安
ら
ぎ
を
感
じ
て
頂
い
て
い
る
と
確
信

し
て
お
り
、
先
生
方
に
ご
無
理
を
お
願
い
し
て
内
容

の
更
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

一
方
、
漢
詩
サ
ー
ク
ル
に
つ
い
て
は
下
表
の
通
り

現
在
十
三
サ
ー
ク
ル
で
あ
る
が
、
古
い
サ
ー
ク
ル
で

は
設
立
か
ら
十
年
以
上
を
経
過
し
て
会
員
の
高
齢
化

も
あ
り
、
新
人
が
加
入
し
て
逆
に
活
性
化
し
た
と
い

う
声
も
聞
こ
え
て
く
る
。
先
般
の
バ
ト
ル
漢
詩
甲
子

園
で
は
、
河
野
先
生
の
厳
し
い
評
価
を
頂
い
た
こ
と

も
あ
り
、
各
サ
ー
ク
ル
の
自
主
性
を
尊
重
し
な
が
ら

も
、
作
詩
力
向
上
に
向
け
て
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
で

き
る
文
字
通
り
の
サ
ー
ク
ル
交
流
の
場
を
設
け
て
は

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

会
員
の
活
動

漢詩サークル一覧
開始年、区分 サークル名 会員数 代表者 指導者 開催月・曜日 特記事項
H19、1期 金星会 7名 三上光敏 飯沼一之 偶数月・第2火 新人1名入会
H20、2期 三水会 11名 中島龍一 古田光子 奇数月・第3水 活動者は7名
H21、3期 好文会 9名 高津有二 城田六郎 偶数月・第3木 H30年2月第50回、新人2名入会

H22、4期 詩游会 11名 川上修己 住田笛雄 偶数月・第2火 真鶴吟行会（H29年5月）、小田原清閑
亭観月吟詠会（9月）（会報22号参照）

H23、5期 五友会 7名 飯島敏雄 住田笛雄 偶数月・第2木 H30年6月故田原健一先生追悼詩集出版
H24、6期 以文会 13名 香取和之 桜庭慎吾 奇数月・第3木 指導者交代（H30年5月）、代表者交代

H24、岳精会 岳精会漢詩
研究会 8名 家吉幸二 城田六郎

三村公二 偶数月・第3水 例会にて自詠自吟

H25、7期 七歩会 10名 山岡健郎 川上修己
水城まゆみ 奇数月・第4水 例会参加者は平均5名、代表者交代

H26、8期 八起会 13名 芝　公男 中島龍一 奇数月・第3木 代表者交代

H27、9期 九詩期会 16名 山口幸雄 古田光子
大谷明史 奇数月・第2木 中国江南漢詩ツアー（H29年10月）（会

報22号参照）
H28、千代田
岳精会

千代田岳精会
漢詩研究部 14名 犬飼　堯 桜庭慎吾

香取和之 偶数月・第1木 例会にて自詠自吟、新人1名入会

H28、10期 十期会 11名 細江利昭 高津有二
川上修己 奇数月・第3木 代表者交代、初回からの修正詩稿の内

部取り纏め

H29、11期 詩林会 9名 篠崎吉之 中島龍一
飯島敏雄 偶数月・第2水 H29年12月初例会

漢詩鑑賞会一覧
名称 講師 曜日・時間 会場 問合せ先 概要

鑑賞会A 玉井幸久 第4木
13：15－15：45

地球市民かながわ
プラザ（本郷台）

瀧川智志
045－516－1234

唐詩を順次鑑賞。孟浩然、李白、杜
甫、白楽天を終え、現在王維の詩
と人生を解説中。

鑑賞会B 住田笛雄、他 第4金
14：00－16：30

県立公文書館
（二俣川）

川上修己
042－745－6906

「聯珠詩格」の勉強とこれに伴う作
詩。会報22号紹介記事参照。

鑑賞会C 城田六郎、桜庭慎吾、
住田笛雄、三上光敏

第4火
13：30－16：00 神奈川近代文学館

川上修己
042－745－6906

「七言絶句ここから一歩」に基づ
き、毎回12首を白文から読み解く。

霧笛女子会 古田光子 偶数月、第1火
13：00－15：00

県民センター
（6月より）

水城まゆみ
0463－87－2657

女性詩人、女性の関係する詩を中
心に解説。

注）メールアドレス、瀧川：takigawa.ty@jcom.zaq.ne.jp　川上：kwkm23312@tbz.t-com.ne.jp　水城：mmizuki@kfz.biglobe.ne.jp
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「
金
星
会
」に
入
会
し
て

金
星
会　

安
藤
啓
子

　

漢
詩
サ
ー
ク
ル「
金
星
会
」に
加
え
て
い
た
だ
い

た
の
は
、
九
期
の
初
心
者
入
門
講
座
の
修
了
時
で

す
。

　

講
座
修
了
後
の
漢
詩
作
詩
な
ど
を
引
き
続
き
仲
間

と
共
に
研
鑽
で
き
る
サ
ー
ク
ル
活
動
の
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。
早
速
各
サ
ー
ク
ル
の
例
会
場
所
や
日
程
、

活
動
概
要
な
ど
か
ら
継
続
的
に
参
加
で
き
そ
う
に
思

え
た「
金
星
会
」を
選
択
し
た
の
で
す
。初
回
参
加
の

平
成
二
十
七
年
八
月
十
三
日
以
来
、
隔
月
一
回
の
例

会
を
欠
席
せ
ず
楽
し
く
詩
作
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

連
盟
の
あ
る
集
り
で「
あ
な
た
は
何
期
？
」と
問

わ
れ「（
九
期
で
）金
星
会
で
す
」と
答
え
た
と
こ
ろ

「
え
つ
！
大
先
輩
方
に
つ
い
て
い
け
る
の
？
」と
た

い
そ
う
驚
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

第
一
回
入
門
講
座
修
了
者
漢
詩
サ
ー
ク
ル
で
あ
る

「
金
星
会
」が
様
々
に
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知

ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
会
は
通
常
主
に
詩
作
に
関
し
て
、
毎
回
全
メ
ン

バ
ー
の
提
出
し
た
七
言
絶
句
を
舎
友
飯
沼
一
之
先
生

の
ご
指
導
の
も
と
研
修
・
検
討
し
ま
す
。
そ
し
て
そ

こ
か
ら
広
が
る
新
知
識
や
新
情
報
を
手
に
で
き
漢
詩

に
関
し
て
興
味
が
更
に
深
ま
り
ま
す
。ま
た
、「
金
星

会
詩
集　

第
一
集
」の
編
集
や
参
考
文
献
類
の
配
布

な
ど
こ
れ
ま
で
の
体
験
を
活
か
し
て
充
実
し
た
サ
ー

ク
ル
活
動
に
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

好
文
会
詩
会
五
十
回
を
迎
え
て好

文
会　

瀧
川
智
志

　

好
文
会
は
平
成
二
十
一
年
度
の
新
人
研
修
会
終
了

後
、十
一
名
で
結
成
さ
れ
た
サ
ー
ク
ル
で
す
。以
来
、

隔
月
一
回
、
一
度
の
休
会
も
な
く
詩
会
を
重
ね
、
本

年
二
月
、
第
五
十
回
の
節
目
の
会
を
迎
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
高
齢
者
集
団
の
宿
命
で
体
調
の
不
具
合

の
た
め
退
会
な
さ
る
方
や
、
悲
し
い
こ
と
に
他
界
な

さ
る
方
も
あ
り
、
一
時
、
会
員
六
名
に
減
少
し
ま
し

た
が
、
昨
年
、
幸
い
な
こ
と
に
三
名
の
新
会
員
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
、
現
在
、
九
名
で
、
来
年
十
周
年

の「
好
文
會
詩
集（
第
二
集
）」の
発
刊
を
目
指
し
て

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
節
目
の
年
を
記
念
し
て
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
を
込
め
た
祝
詩
を
作
り
始
め
ま
し
た
と
こ
ろ
、

早
速
、
桜
庭
、
城
田
両
先
生
か
ら
賀
詩
を
頂
戴
い
た

し
ま
し
た
。
好
文
会
の
活
動
の
一
端
を
ご
賢
察
い
た

だ
き
た
く
、
紙
面
の
都
合
上
、
こ
こ
で
は
師
弟
応
酬

の
代
表
作
各
一
詩
を
紹
介
し
ま
す
。

　

賀
第
五
十
回
好
文
會 

城
田
六
郎

好
文
翁
媼
自
論
交 
好
文
の
翁
媼　
自
か
ら
交
を
論
ず

歳
歳
花
開
梅
樹
梢 
歳
　々

花
開
く　
梅
樹
の
梢

半
百
重
回
迎
戊
戌 

半
百　
回
を
重
ね　
戊
戌
を
迎
え

詩
盟
麗
澤
倍
投
膠 

詩
盟　
麗
沢　
倍
ま
す
膠
を
投
ず

　

和
韻
賀
第
五
十
回
好
文
會 
室
橋
幸
子

半
百
研
修
路
已
交 

半
百
の
研
修　
路
已
に
交
わ
り

好
文
意
氣
滿
花
梢 

好
文
の
意
気　
花
梢
に
満
つ

菲
才
求
道
方
繙
巻 

菲
才　
道
を
求
め　
方
に
巻
を
繙
く
も

未
到
詩
盟
天
地
包 

未
だ
詩
盟　
天
地
を
包
む
に
到
ら
ず

第
三
回「
自
詠
自
書
展
」開
催

　
　

― 

交
流
の
輪
一
段
と
広
が
る 

―

金
星
会　

上
田
尤
子

　

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
会
員
有
志
に
よ
る
第
三
回

「
自
詠
自
書
展
」が
、
総
会
に
合
わ
せ
て
五
月
三
十
日

（
水
）か
ら
六
月
三
日（
日
）ま
で
、
花
咲
き
乱
れ
る

港
の
見
え
る
丘
公
園
に
あ
る
大
佛
次
郎
記
念
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
こ
の
素
晴
ら
し
い
環
境
の
な
か
、
力
作

二
十
一
点
を
展
示
致
し
ま
し
た
。
約
三
百
名
の
方
々

に
ご
高
覧
い
た
だ
き
、
幹
事
一
同
大
変
嬉
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
偏
に
出
品
者
の
皆
様
の
ご
協

力
の
賜
物
と
、深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。　
　

　

当
展
は
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
会
員
で
あ
れ
ば
流

派
会
派
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
出
品
で
き
ま
す
。

今
年
も
漢
詩
と
書
を
愛
し
、
人
と
の
繋
が
り
を
求
め

る
仲
間
が
結
集
し
ま
し
た
。
漢
詩
と
書
の
融
合
は
、

人
生
に
新
た
な
彩

り
を
与
え
て
く
れ

る
も
の
と
信
じ
て

お
り
ま
す
。

　

来
年
は
更
に
多

く
の
同
好
の
皆
様

の
ご
参
加
を
い
た

だ
き
、
自
詠
自
書

の
交
流
の
輪
を
広

げ
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

展示幹事一同展示幹事一同
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自
詠
自
書
へ
の
道

金
星
会　

三
上
光
敏

　

連
盟
の
モ
ッ
ト
ー
は「
漢
詩
を
学
ぶ
、
漢
詩
で
遊

ぶ
」、
こ
こ
で
は「
漢
詩
で
遊
ぶ
」に
つ
い
て
漢
詩
と

書
の
世
界
に
つ
い
て
卑
見
を
述
べ
た
い
。

　

一
般
に「
遊
ぶ
」こ
と
は
そ
の
手
段
が
多
い
ほ
ど

よ
り
楽
し
む
世
界
は
広
い
。
書
の
世
界
は
通
常
、
漢

字
、
か
な
、
近
代
詩
文
、
大
字
書（
少
字
書
）、
篆
刻

及
び
前
衛
書
等
に
分
類
さ
れ
る
。
又
、
文
字
の
種
類

か
ら
漢
字
・「
か
な
」と
い
う
分
類
も
あ
る
。し
か
し
、

こ
こ
で
は
漢
詩
を
中
心
に
、
漢
詩
―
「
漢
字
の
書
」

の
世
界
が
対
象
。
漢
字
を
書
く
人
達
に
漢
詩
に
目
を

向
け
て
頂
く
た
め
に
は
先
ず
は
漢
詩
を
学
ぶ
人（
漢

詩
人
）が
書
を
や
り
、
楽
し
む
こ
と
だ
と
思
う
。
漢

詩
人
は
書
に
興
味
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
世
界
に
入
る

こ
と
に
躊
躇
さ
れ
る
人
が
多
い
。所
謂
敷
居
が
高
い
。

そ
こ
で
ひ
と
つ
の
方
法
を
提
案
し
た
い
。
そ
れ
は
漢

詩
人
に
対
し
て
書
作
品
が
出
来
る
よ
う
に
少
し
く
手

を
差
し
伸
べ
る
こ
と
、指
導
す
る
こ
と
。例
え
ば「
漢

詩
人
の
た
め
の
書
作
品
へ
の
超
簡
単
入
門
講
座
」等

の
開
催
で
書
へ
の
啓
蒙
を
し
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う

か
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
自
詠
の
絶
句
の
中
か
ら
気
に

入
っ
た
一
句
や
、一
・
二
字
を
書
い
た
り
、更
に
簡
単

な
落
款
の
書
き
方
等
を
指
導
す
れ
ば 

所
謂「
自
詠
自

書
」へ
の
敷
居
は
か
な
り
低
く
な
る
と
思
う
。
先
ず

は
や
っ
て
み
た
ら
如
何
だ
ろ
う
か
。
幸
い
連
盟
に
は

書
の
先
生
は
大
勢
お
ら
れ
る
。

詩
吟
が
好
き
そ
し
て
漢
詩
作
り
も
好
き

詩
游
会　

横
溝
比
呂
美

　

詩
吟
、朝
翠
流
の
門
を
叩
い
て
凡
そ
四
十
年
。

　

そ
の
間
中
国
、
日
本
漢
詩
人
の
詩
を
如
何
程
朗
詠

し
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
…
。

　

詩
吟
は
元
来
口
授（
口
伝
）に
依
っ
て
教
え
ら
れ

る
。
コ
ン
ク
ー
ル
に
明
け
暮
れ
て
い
た
あ
る
時
期
、

思
う
よ
う
に
評
価
さ
れ
な
い
自
分
の
詩
吟
に
ど
う
し

た
ら
良
い
の
だ
ろ
う
と
考
え
た
。
一
篇
の
詩
の
、
詩

心
を
表
現
す
る
に
は
自
ら
も
学
ぶ
必
要
を
感
じ
、
紆

余
曲
折
の
末
辿
り
着
い
た
の
が
、
漢
詩
作
り
を
学
び

詩
の
成
り
立
ち
を
理
解
す
る
事
だ
っ
た
。

　

漢
詩
作
り
の
約
束
事
に
添
っ
て
、
日
々
漢
字
に
接

し
て
い
る
と
、
古
人
の
数あ

ま

多た

の
素
晴
ら
し
い
詩
の
背

景
に
も
心
が
寄
せ
ら
れ
、
詩
人
に
対
す
る
思
い
が
一

層
深
ま
っ
て
き
た
。例
え
ば
観
る
、看
る
、見
る
、の

漢
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
風
景
詩
を
手
に
し
た
時
、

作
者
の
意
図
す
る
距
離
感
を
感
じ
、
自
分
は
ど
の
よ

う
に
表
現
し
た
ら
良
い
だ
ろ
う
…
と
考
え
る
。
今
で

は
漢
詩
作
り
が
私
の
詩
吟
を
支
え
る
大
き
な
力
と

な
っ
て
い
る
。

　

詩
吟
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
節
調
は
無
論
、
天
性
の

声
に
鍛
錬
さ
れ
た
吟
声
が
加
わ
っ
た
声
が
高
評
価
さ

れ
る
。声
が
衰
え
評
価
に
も
値
し
な
い
と
感
じ
た
時
、

漢
詩
作
り
が
有
っ
た
！
と
、
韻
を
踏
み
踏
み
ま
た
前

に
進
も
う
。
十
年
前
に
始
め
た
漢
詩
作
り
は
、
老
い

た
心
に
も
微
か
な
光
を
も
た
ら
し
て
く
れ
そ
う
だ
。

古
田
水

先
生
の「
続
水

七
絶
集
」刊
行

水
城
ま
ゆ
み

　

此
の
度
、
神
漢
連
の
理
事
で
霧
笛
女
子
会
の
講
師

を
さ
れ
て
い
る
古
田
水

先
生
が「
続
水

七
絶
集
」

を
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
第
一
部「
閑
居
雑
詠
」

第
二
部「
客
中
偶
詠
」第
三
部「
詩
會
題
詠
」と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

か
っ
て
漢
詩
コ
ン
ク
ー
ル
で
数
々
の
賞
を
受
賞
さ

れ
た
先
生
の
詩
は
起
承
転
結
の
流
れ
が
処
を
得
て
淀

み
な
く
、
主
題
に
ふ
さ
わ
し
い
詩
語
の
用
い
方
な
ど

お
手
本
と
な
る
詩
ば
か
り
で
、
参
考
に
さ
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
。
又
中
国
古
典
に
対
す
る
造
詣
が
深
く
、

客
中
雑
詠
で
は
左
半
分
に
書
か
れ
て
い
る
エ
ッ
セ
イ

を
読
む
と
過
去
と
現
在
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
て

色
々
な
所
を
訪
問
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま

す
。
こ
の
エ
ッ
セ
イ
を
読
む
の
も
又
楽
し
み
で
古
田

先
生
の
温
か
い
お
人
柄
が
よ
く
現
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
先
生
の
詩
は
ど
れ
も
素
晴
ら
し
い
詠
ば
か
り

で
す
が
、
多
久
市
で
開
催
さ
れ
る「
全
国
ふ
る
さ
と

漢
詩
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
見
事
最
優
秀
賞

に
輝
き
詩
碑
に
も

刻
ま
れ
て
い
る
詩

を
紹
介
し
ま
す
。

　

湯
島
聖
堂
秋 

　

湯
島
聖
堂
の
秋　
　

古
田
水

楷
樹
森
森
氣
爽
然 

楷
樹
森
々
と
し
て
気
爽
然

杏
壇
講
和
徹
秋
天 

杏
壇
の
講
和
秋
天
に
徹
る

無
風
黄
葉
蕭
蕭
下 

風
無
く
し
て
黄
葉
蕭
々
と
し
て
下
り

埋
盡
溫
容
聖
像
邊 

埋
め
尽
く
す
温
容
の
聖
像
の
辺

会
員
だ
よ
り

石川先生より室橋さんに表彰状授与
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学
士
会
理
事
長
杯
に
桜
庭
さ
ん
選
ば
れ
る

三
水
会　

中
島
龍
一

　

二
〇
一
七
年
度
の
学
士
会
の
理
事
長
杯
は
裁
錦
会

最
優
秀
作
と
し
て
、
わ
が
県
連
の
桜
庭
慎
吾
氏
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
裁
錦
会
の
会
員
の
投
票
に

よ
っ
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
裁
錦
会
二
位
優
秀
作
は

玉
井
幸
久
氏（
元
理
事
長
杯
受
賞
）、
三
位
佳
作
は
石

川
省
吾
氏
と
い
ず
れ
も
神
漢
連
の
会
員
で
し
た
。

　

桜
庭
さ
ん
の
律
詩
を
紹
介
し
ま
す
。

　

遣
懐
絲シ

ル
ク
ロ
ー
ド

綢
路 

 
在
洲　

桜
庭
慎
吾

綠
洲
紅
柳
藪 

緑オ
ア
州シ
ス 

紅
柳
の
藪そ
う

炎
昊
古
今
同 

炎
昊 

古
今
同
じ

滾
滾
天
山
水 

滾こ
ん
々こ
ん
た
る
天
山
の
水

飄
飄
青
海
風 

飄
々
た
る
青
海
の
風

隣
村
千
里
外 

隣
村
は
千
里
の
外

市
萬
沙
中 

し
ん
市
は
万
沙
の
中

斜
照
煙
霞
上 

斜
照 

煙
霞
の
上

崑
崙
連
峭
雄 

崑こ
ん
崙ろ
ん
の
連
峭
雄
な
り

（
注
） 綠
洲　

オ
ア
シ
ス
。
紅
柳 

タ
マ
リ
ス
ク（
叢
性
）。
炎
昊　

灼
熱
の
夏
空
。
三
句
目
は
カ
レ
ー
ズ（
地
下
水
路
）。

市

気
楼
。

 

な
お
、
裁
錦
会
と
は
学
士
会（
会
員
四
万
七
千
人
）

の
中
の
漢
詩
同
好
会
で
す
。
昭
和
六
年
に
創
立
さ
れ

戦
時
中
一
時
活
動
を
中
止
し
ま
し
た
が
、
現
在
、
会

員
約
三
十
名（
内
女
性
四
名
）で
学
士
会
館
内
で
二

か
月
ご
と
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
作
品
は
学
士
会
報

に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
神
漢
連
か
ら
は
、
玉
井
幸
久
氏

他
計
七
名
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

第
五
回
漢
詩
朗
読
・
創
作
発
表
大
会

主
催　
　

桜
美
林
大
学
孔
子
学
院

以
文
会　

大
森
冽
子

　

平
成
三
〇
年
一
月
二
十
七
日
に
相
模
原
市
の
桜
美

林
大
学
淵
野
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
の
大
会
へ
観
客

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
石
川
忠
久
先
生
の「
漢
詩

の
愉
し
み
」と
題
す
る
短
い
講
演
に
始
ま
っ
た
大
会

は
、
恰
も
教
室
の
生
徒
が
教
壇
の
前
に
で
て
発
表
す

る
よ
う
な
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
も
の
で
、
想

像
し
て
い
た
の
と
は
異
な
り
、
優
劣
を
競
う
と
い
う

よ
り
は
小
さ
な
子
供
か
ら
学
生
、
大
人
ま
で
日
ご
ろ

の
活
動
の
成
果
を
い
き
い
き
と
発
表
す
る
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
感
覚
に
近
い
も
の
で
し
た
。

　

朗
読
の
部
の
参
加
資
格
は
、
国
籍
を
問
わ
ず
中
国

語
を
母
国
語
と
し
な
い
者
。
発
表
の
仕
方
も
多
種
多

様
で
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
感
情
豊
か
な
朗
読
は
聞
い

て
も
見
て
い
て
も
大
い
に
感
心
し
ま
し
た
。
中
国
語

で
の
朗
読
は
そ
れ
な
り
の
学
習
が
な
い
と
さ
す
が
に

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
思
い
ま
し
た
。
創
作
の
部
の
参

加
資
格
は
、
国
籍
問
わ
ず
し
か
も
中
国
語
を
母
国
語

と
す
る
者
も
対
象
。
詩
は
作
れ
て
も
中
国
語
で
の
朗

読
が
出
来
な
い
と
い
う
人
も
、
孔
子
学
院
の
学
生
さ

ん
の
代
読
の
協
力
が
あ
る
の
で
日
頃
の
自
作
の
漢
詩

で
参
加
が
可
能
で
す
。
次
回
以
降
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

朗
読
の
部
で
は
室
橋
幸
子
さ
ん
が「
春
暁
」の
中

国
語
朗
誦
と
書
道
吟
で
最
優
秀
賞
を
、
志
村
典
子
さ

ん
が「
元
二
の
安
西
に
使
す
る
を
送
る
」で
審
査
員

特
別
賞
を
受
賞
。
創
作
の
部
で
は
板
本
健
作
さ
ん
の

「
元
旦
棋
客
」と
高
田
宗
治
さ
ん
の「
日
光
東
照
宮
三

猿
教
」が
優
秀
賞

を
、
ま
た
志
村
典

子
さ
ん
の「
回
想

東
支
那
海
」が
特

別
賞
を
受
賞
。

　

神
漢
連
参
加
者

全
員
が
受
賞
と
い

う
喜
ば
し
い
新
春

に
ふ
さ
わ
し
い
幕

開
け
と
な
り
ま
し

た
。
ち
な
み
に
最

優
秀
賞
は
昨
年
の

三
村
会
長
に
続
き
二
年
連
続
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。
並
み
居
る
中
国
語
達
者
達
を
し
り
目
に
神
漢
連

参
加
者
が
高
評
価
を
得
た
の
は
日
頃
の
活
動
の
成
果

で
は
な
か
ろ
う
か
。　

　

審
査
委
員
長
は
石
川
忠
久
全
日
本
漢
詩
連
盟
会

長
。他
に
、楊
院
長
及
び
諸
先
生
方
。　
　
　

参
考
ま
で
に
審
査
基
準
は

朗
読
の
部　

発
音
４
リ
ズ
ム
２
感
情
４

創
作
の
部　

内
容
５
形
式
３
総
合
２

訃
報■ 

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
会
員　

喜
多 

基
氏
は

平
成
三
十
年
二
月
十
一
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。（
享
年
七
十
二
歳
）

 

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

石川先生より室橋さんに表彰状授与石川先生より室橋さんに表彰状授与
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特
集
の
ね
ら
い

　

神
漢
連
で
は
各
漢
詩
サ
ー
ク
ル
は
二
か
月
に
一
回

神
漢
連
講
師
の
も
と
例
会
を
開
き
、
各
自
が
提
出
し

た
詩
稿
を
も
と
に
漢
詩
作
法
を
勉
強
し
、
ま
た
サ
ー

ク
ル
内
の
親
睦
を
深
め
て
い
る
。
一
方
、
二
か
月
に

一
首
で
は
物
足
り
ず
も
っ
と
作
詩
し
た
い
人
、
ま
た

さ
ら
に
漢
詩
が
上
達
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
も
多

い
と
思
わ
れ
る
。

　

本
特
集
は
こ
れ
ら
の
方
々
に
ど
の
よ
う
な
漢
詩
作

法
教
室
が
あ
る
か
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
漢
詩

作
法
教
室
と
し
て
は
、
神
漢
連
会
員
が
一
般
的
に
通

え
る
地
理
範
囲
と
し
た（
別
表「
漢
詩
作
法
教
室
一

覧
」参
照
）。
教
室
の
受
講
費
や
詳
細
の
内
容
、
さ
ら

に
定
員
に
空
き
が
あ
る
か
等
は
、
別
表
の「
問
合
せ

先（
主
催
者
）」に
電
話
で
個
別
に
問
合
せ
願
い
た
い
。

（
香
取
和
之
）

斯
文
会　

漢
詩
作
法
の
講
座
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
田
笛
雄

　

湯
島
聖
堂（
斯
文
会
）に
は
、約
六
十
の
文
化
講
座

が
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
、
漢
詩
の
作
法

講
座
は
六
つ
あ
る（
他
に
通
信
講
座
が
一
つ
）。
そ
れ

ぞ
れ
を
以
下
に
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。（
番
号
は
別

表
中
の
項
目
を
示
す
）

① 
 

初
め
て
作
ろ
う
と
す
る
人
と
、一
か
ら
学
び
直

し
た
い
人
が
対
象
。
個
別
に
対
面
指
導
が
特
徴

で
あ
る
。（
講
義
形
式
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）　

② 

誰
に
で
も
漢
詩
を
作
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
す
る
事
を
目
的
と
し
て
、
宿
題
と
し
て
、
提

出
し
た
漢
詩
を
添
削
し
、
指
導
さ
れ
る
。
何
故

添
削
が
な
さ
れ
た
か
を
説
明
し
、
そ
れ
に
よ

り
、
漢
詩
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
そ
の
一
端

が
分
か
る
よ
う
に
指
導
さ
れ
る
。

③ 

漢
詩
の
作
り
方
に
幾
ら
か
慣
れ
て
き
た
初
級

者
が
対
象
。
更
な
る
技
術
の
向
上
と
、
心
の
表

現
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
指
導
さ
れ
る
。
形
式
は
、
入
門
講
座
と
ほ
ぼ

同
じ
。

④ 

中
級
者
を
対
象
に
、
漢
詩
を
作
る
基
礎
を
重
点

に
、
実
作
指
導
を
さ
れ
る
。
折
々
に
名
作
の
鑑

賞
の
為
に
な
る
話
を
さ
れ
る
。

⑤ 
上
級
者
を
対
象
と
し
て
、
漢
詩
の
実
作
指
導
を

行
う
。
七
言
絶
句
を
主
と
し
て
実
作
を
添
削

し
、
批
評
す
る
。
作
詩
と
言
う
風
雅
な
遊
び
に

よ
り
、
古
人
と
心
を
か
よ
わ
せ
て
、
少
し
ず
つ

高
み
へ
上
る
よ
う
、
根
気
よ
く
続
け
て
ゆ
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

⑥ 

初
級
者
か
ら
上
級
者
ま
で
を
対
象
に
、
漢
詩
の

実
作
指
導
を
す
る
。
作
品
の
レ
ベ
ル
に
応
じ

て
、
講
評
・
添
削
し
作
詩
力
を
高
め
る
よ
う
に

指
導
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
色
々
な
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
講
座
が

設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ご
自
分
の
希
望
に
合
っ
た

も
の
を
選
ん
で
く
だ
さ
り
、
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
お

勧
め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
集
│
漢
詩
作
法
教
室

漢詩作法教室一覧
教室名 講師 曜日 時間 主催者・会場 問合せ先

（主催者）
① 新・漢詩作法初級講座 窪寺啓先生・河野光世先生 第1土 13：00－15：00 斯文会・斯文会館（御茶の水） 03－3251－4606
② 漢詩作法入門講座（入門） 窪寺　啓先生 第3土 13：00－15：00 同上 同上
③ 漢詩作法初級講座（初級） 窪寺　啓先生 第3土 10：00－12：00 同上 同上
④ 漢詩作法（中級） 石川忠久先生 日曜又は祝日、月1回 12：40－14：10 同上 同上
⑤ 聖社詩会（上級） 石川忠久先生 同上 14：20－16：20 同上 同上
⑥ 漢詩創作（初～上級） 鷲野正明先生 同上 15：15－17：15 同上 同上
⑦ 漢詩実作 窪寺啓先生 第1金 10：30－12：00 朝日カルチャーセンター横浜・ルミネ横浜8F 045－453－1122
⑧ 初めての漢詩作り 古田光子先生 第3土 10：00－12：00 朝日カルチャーセンター湘南・ルミネ藤沢9F 0466－24－2255
⑨ 創作！漢詩教室（入門・初級） 水城まゆみ先生 第3火 10：15－12：15 産経学園新百合ヶ丘・エルミロード6F 044－965－0931
⑩ 鎌倉漢詩会 礒野衞孝先生 第1、3月 10：00－12：00 礒野衞孝・鎌倉論語会館 0467－25－3281
⑪ 湘南吟社（上中級） 玉井幸久先生・城田六郎先生 第2水、奇数月 13：00－17：00 三上光敏（世話役）・戸塚法人会館 046－848－3153
⑫ 漢詩創作研究会（中級） 小嶋明紀子先生 日曜、月1回 9：30－11：30 小嶋明紀子・アットビジネスセンター横浜西口駅前 090－6100－3390
（参考：通信添削）

⑬ 漢詩実作通信講座 窪寺啓先生。年6回添削が受けられる。 斯文会 03－3251－4606
⑭ 二松詩文会 3ヶ月毎に、絶句2首の添削が受けられる 二松詩文会 03－3261－3535
注）情報の正確さについては万全を期しているが、もし一部に漏れ・誤りがあればご容赦願いたい。
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横
浜　

窪
寺
啓
先
生
の
教
室
紹
介

以
文
会　

松
井
秀
人

（
指
導
方
式
）原
則
と
し
て
、
前
回
に
提
出
し
た
題
詠

詩
一
首
を
、個
別
に
批
正
添
削
指
導
。

（
内
容
・
特
色
）

　

各
自
提
出
の
詩
稿
を
先
生
が
個
別
に
批
正
添
削
さ

れ
、当
日
に
一
覧
性
の
教
材
と
し
て
配
布
。

各
自
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
、
一
人
ひ
と
り
に
具
体
的

に
問
題
点
を
指
摘
し
、
細
か
く
丁
寧
に
批
正
添
削
さ

れ
ま
す
。
使
用
す
る
漢
字
一
語
一
語
の
選
定
も
吟
味

し
、
当
日
の
教
室
で
実
作
が
完
結
さ
れ
る
こ
と
が
特

色
で
す
。
さ
ら
に
、
批
正
か
ら
漢
詩
関
連
知
識
の
解

説
に
発
展
す
る
こ
と
も
多
く
、
こ
れ
ら
も
大
い
に
勉

強
に
な
り
ま
す
。
ま
た
質
問
に
も
丁
寧
に
対
応
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
。

　

従
っ
て
、
自
作
詩
の
批
正
添
削
結
果
が
勉
強
に
な

る
だ
け
で
な
く
、
他
の
人
の
批
正
添
削
結
果
や
質
問

等
が
大
い
に
参
考
に
な
り
ま
す
。
先
生
が
批
正
添
削

さ
れ
た
資
料
が
、
書
か
れ
た
貴
重
な
実
践
教
材
と
し

て
手
元
に
残
る
た
め
、
効
果
的
な
事
後
復
習
も
可
能

に
な
り
ま
す
。

は
じ
め
て
の
漢
詩
作
り

「
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
湘
南
教
室
」紹
介

八
起
会　

村
上
良
明

　
Ｊ
Ｒ
藤
沢
駅
ビ
ル
九
階
、
窓
か
ら
富
士
山
を
仰

ぎ
、
古
田
光
子
教
室
が
あ
る
。
毎
月
第
三
土
曜
日
二

時
間
。恒
例
は
先
生
が
選
ん
だ
漢
詩
の
解
説
、鑑
賞
、

唱
和
で
あ
る
。
李
世
南
の
秋
景
画
か
ら
詩
を
詠
ん
だ

蘇
軾
の
漢
詩
な
ど
は
、私
に
は
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

次
に
、
受
講
者
作
品
に
批
正
が
始
ま
る
。
先
生

の
永
年
の
教
師
の
体
験
か
ら
か
、
小
刻
み
に
走
る

チ
ョ
ー
ク
の
音
が
、
懐
か
し
く
教
室
に
響
く
。
先
生

は
批
正
に
妥
協
は
し
な
い
。
作
品
に「
朱
」が
入
り
、

私
達
生
徒
は
反
省
の
糧
を
う
る
。

　

そ
し
て
各
自
自
宅
で
、
当
月
末
ま
で
に
、
翌
月
の

新
作
に
励
む
。
今
度
こ
そ
は
と
の
思
い
で
、
こ
の
繰

り
返
し
で
あ
る
。作
品
は
先
生
に
予
め
郵
送
す
る
。

　

こ
の
湘
南
教
室
の
歴
史
は
古
く
、
故
中
山
清
神
漢

連
会
長
か
ら
引
継
い
で
、
古
田
先
生
五
年
に
な
る
。

現
在
十
三
名
全
員
神
漢
連
の
会
員
で
あ
る
。
席
の
余

裕
は
少
な
い
。

新
百
合
ヶ
丘
産
経
学
園　
創
作
！
漢
詩
講
座
の
紹
介

武
田
利
廣

　

小
田
急
新
百
合
ヶ
丘
産
経
学
園
で
の
漢
詩
教
室
は

五
年
目
に
入
り
、
私
は
第
一
回
目
か
ら
の
受
講
者
で

す
。
講
師
は
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
副
会
長
の
水
城
ま

ゆ
み
先
生
で
す
。授
業
の
内
容
は
、論
語
の
斉
唱（
五

章
）・
漢
詩
鑑
賞
二
首
・
漢
詩
作
品
の
批
正
・
漢
詩

の
組
み
立
て
を
毎
回
や
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
な
ぜ
批
正
さ
れ
た
か
理
由
が
書
か
れ
て

戻
っ
て
来
ま
す
の
で
、
次
回
作
る
時
に
役
に
立
ち
ま

す
。
先
生
の
批
正
に
基
づ
く
話
し
合
い
で
苦
心
談
を

交
え
毎
回
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
二
十
八

字
で
自
分
の
思
い
や
体
験
を
表
現
で
き
る
漢
詩
作

り
は
、
そ
の
詩
を
作
っ
た
時
の
情
景
や
、
思
い
が
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。
作
品
は
教
室
の
一
週
間
く
ら
い
前

ま
で
に
提
出
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
一
緒
に
漢
詩

作
り
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

「
二
松
詩
文
」の
紹
介　
　
　
　
　
　
　
　

九
詩
期
会　

宇
野
次
郎

　
「
二
松
詩
文
」は
二
松
學
舎
大
学
二
松
詩
文
会
が
、

年
四
回
配
布
し
て
い
る
漢
詩
冊
子
で
あ
る
。
二
松
詩

文
会
は
、
漢
詩
文
の
振
興
を
目
的
と
す
る
会
で
あ

り
、
会
員
は
冊
子
配
布
毎
に
漢
詩
二
首
の
無
料
批
正

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
批
正
後
の
作
品
は　

会

の
判
断
で
冊
子
に
掲
載
さ
れ
る
。
掲
載
さ
れ
て
い
る

漢
詩
に
は
、
錚
々
た
る
神
漢
連
の
先
生
た
ち
の
作
品

も
あ
り
参
加
に
気
後
れ
す
る
が
、
私
は
自
分
の
漢
詩

創
作
向
上
の
た
め
に
参
加
し
た
。

　

詩
語
に「
三
多
」と
い
う
言
葉
が
あ
る
。文
章
上
達

の
三
条
件
は
、
多
く
読
む「
看
多
」、
多
く
作
る「
倣

多
」、
そ
し
て
多
く
工
夫
す
る「
商
量
多
」と
言
わ
れ

る
。
神
漢
連
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
お
る
と
年
六
回
漢

詩
六
作
を
否
で
も
応
で
も
作
る
が
、
い
か
に
も
少
な

い
。
漢
詩
創
作
の
機
会
を
増
や
す
た
め
私
が
、
人
伝

え
に
聞
い
て
き
た
の
が「
二
松
詩
文
」で
あ
っ
た
。年

四
回
八
作
を
作
る
と　

サ
ー
ク
ル
と
合
わ
せ
十
四
作

と
な
り
月
一
作
以
上
と
な
る
。

　

漢
詩
の
向
上
の
た
め
に
は
作
る
だ
け
で
な
く
先
生

に
添
削
し
て
も
ら
わ
ね
ば
向
上
が
望
め
な
い
。
そ
の

点
で
は
、
二
松
詩
文
会
は
サ
ー
ク
ル
と
違
っ
て
顔
が

見
え
な
い
の
で
、
先
生
よ
り
厳
し
い
指
摘
が
あ
り
勉

強
に
な
る
。
例
え
ば
、
安
易
な「
踏
み
落
し
」に
つ
き

「
表
現
を
工
夫
す
れ
ば
必
ず
押
韻
出
来
ま
す
」、
漢
詩

の
内
容
に
つ
き「
感
想
を
述
べ
て
い
る
だ
け
で　

詩

的
で
あ
り
ま
せ
ん
」、
新
年
の
漢
詩
に
つ
き「
こ
う
い

う
詩
は
皆
さ
ん
作
り
ま
す
が
、
作
者
な
ら
で
は
の
視

点
で
よ
り
よ
い
詩
を
目
指
し
て
下
さ
い
」な
ど
。

特
に
初
心
者
の
方
の
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
致

し
ま
す
。年
会
費　

六
千
円
。
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漢
詩
と
私

　

│ 
杜
甫
の
詩
に
学
ぶ 

│

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桜
庭
慎
吾

　

私
の
漢
詩
歴
は
高
校
二
年
の
時
、
発
刊
さ
れ
た
許

り
の「
新
唐
詩
選
上
・
下
」を
貪
る
よ
う
に
読
ん
だ

こ
と
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
後
、
中
年
に
な
っ
て
か
ら

吉
川
幸
次
郎
の「
杜
甫
ノ
ー
ト
」に
よ
り
杜
甫
の
詩

の
面
白
さ
に
目
が
開
か
れ
、吉
川
の「
杜
甫
私
記
」や

「
杜
甫
詩
注
」な
ど
を
読
む
よ
う
に
な
っ
た
。

　

さ
て
、
詩
と
は
何
か
、
詩
情
と
か
詩
心ご

こ
ろに
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。
作
詩
す
る
立
場
か
ら
は
、
感
動
が

あ
っ
て
詩
心
を
刺
激
し
、
そ
れ
が
自
然
に
言
葉
と

な
っ
て
口
を
つ
い
て
く
る
も
の
が
詩
で
あ
ろ
う
。
口

占
と
か
口
號
と
い
う
言
葉
の
あ
る
ゆ
え
ん
で
も
あ

る
。

　

こ
の
意
味
で
は
、
詩
は
作
る
も
の
で
は
な
く
―
生

れ
る
も
の
と
言
う
把
え
方
は
正
し
い
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
杜
甫
の
詩
を
例
に
と
り
感
動
と
詩
の
生
成
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。杜
甫
の
成
都
時
代
の
作
に
、

「
江
碧
に
し
て
鳥
は
愈い

よ
いよ
白
く
、
山
青
く
し
て
花
は

然
え
ん
と
欲
す
。
今
春
看み

す
みす
又
過
ぐ
、
何
れ
の
日
か

是
れ
帰
年
。」　

五
言
絶
句
の
二
十
字
に
杜
甫
の
気
持
が
凝
縮
し
て
い

る
。
エ
メ
ラ
ル
ド
色
の
川
、
眞
っ
白
い
鳥
、
緑
に
お

お
わ
れ
た
山
々
、
そ
れ
を
彩
る
も
え
盛
る
花
。
自
然

は
自
己
の
営
み
を
充
分
に
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
自
然
の
姿
に
向
き
合
っ
た
時
、
詩
人
は
か
え
っ

て
流
遇
の
境
地
に
あ
る
自
己
の
姿
、
そ
し
て
十
全
に

自
己
を
展
開
し
得
な
い
現
実
を
ま
ざ
ま
ざ
と
思
い
知

ら
さ
れ
る
。
こ
の
残
念
な
思
い
が
自
ず
と
呻
き
に
も

似
た
後
半
の
二
句
に
表
出
さ
れ
る
。

　

次
に「
登
高
」に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

「
無
辺
の
落
木
蕭
々
と
し
て
下お

ち
、
不
尽
の
長
江

滾
々
と
し
て
来
た
る
。」

地
を
お
お
う
視
野
の
か
ぎ
り
無
辺
際
に
広
が
る
落
葉

の
林
、
ま
た
眼
下
を
も
り
上
る
様
に
ぐ
ら
ぐ
ら
と
流

れ
る
長
江
、
そ
れ
は
中
国
の
国
土
を
育
ん
で
き
た
母

な
る
河
で
も
あ
る
。
自
然
や
大
地
が
悠
久
の
営
み
を

展
開
す
る
姿
に
向
き
合
っ
て
い
る
詩
人
は
大
き
な
感

慨
を
抱
く
の
で
あ
る
。

以
下
、吉
川
幸
次
郎
の
評
言
を「
新
唐
詩
選
」か
ら
引

用
す
る
。「
杜
甫
が
天
地
の
ざ
わ
め
き
、う
ご
め
き
を

い
う
と
き
は
、
い
つ
も
き
っ
と
彼
自
身
の
人
生
の
う

ご
め
き
、
ざ
わ
め
き
を
、
み
ち
び
き
出
さ
ん
と
し
て

で
あ
る
。
こ
の
詩
に
お
い
て
も
、
杜
甫
は
今
や
、
み

ず
か
ら
の
苦
悶
を
表
白
し
て
よ
い
。
い
や
表
白
せ
ず

に
は
お
れ
ぬ
。」　

以
下
詩
の
後
半
杜
甫
の
言
葉
と
し
て
、

「
万
里
に
秋
を
悲
し
ん
で
常
に
客
と
作な

り
、
百
年
の

多
病
に
独
り
台
に
登
る
。
…
」と
。　

杜
甫
の
呻う

め
き
に
も
似
た
独
白
の
な
か
に
、
読
む
者
は

深
い
感
動
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。

　

漂
泊
の
旅
を
続
け
る
杜
甫
は「
旅
夜
書
懐
」に
お

い
て
、

「
星
垂た

れ
て
平
野
濶ひ

ろ
く
、月
湧
い
て
大
江
流
る
。名
は

豈
に
文
章
を
も
っ
て
著あ

ら
われ
ん
や
、
…
…
飄
飄
と
し
て

何
ん
の
似
る
所
ぞ
、天
地
の
一
沙
鴎
。」

と
詠
い
、
天
地
の
運
行
と
、
悠
久
の
長
江
の
流
れ
の

中
に
い
る
詩
人
は
、
率
直
に
自
己
の
置
か
れ
て
い
る

状
況
を
認
め
る
心
境
に
達
し
て
い
る
。
筆
者
は〝
天

地
の
一
沙
鴎
〞の
表
現
に
流
浪
の
さ
な
か
に
あ
っ
て

却
っ
て
拘
束
さ
れ
な
い
精
神
的
自
由
を
獲
得
し
え
た

詩
人
の
心
境
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て「
天
地
の
一
沙
鴎
」と
天
地
を
自
由
に
飛

翔
す
る
鴎
を
自
己
と
し
て
把
え
得
た
所
に〝
情
〞と

〝
景
〞の
一
致
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
こ
の
情
景
の
一

致
は
伝
統
的
に
中
国
の
詩
が
目
指
し
て
来
た
も
の
で

あ
り
、
ま
た
我
が
芭
蕉
が
自
己
の
俳
句
と
言
う
文
学

の
骨
格
に
も
据
え
た
理
念
で
あ
る
。

　

以
上
、
詩
情
と
は
何
か
と
言
う
本
論
テ
ー
の
テ
ー

マ
に
対
し
て
、ひ
と
つ
の
解
答
と
し
た
い
。

　

今
回
、
採
り
上
げ
た
三
つ
の
詩
の
他
に
杜
甫
は

千
四
百
余
首
の
詩
を
遺
し
て
い
る
。
そ
の
詩
を
読
み

解
く
プ
ル
ー
ブ（
探
り
針
）と
し
て
、
今
回
の
手
法

が
全
て
適
用
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
先
述
の
吉

川
の「
天
地
の
ざ
わ
め
き
を
述
べ
る
と
き
、
そ
れ
は

き
っ
と
杜
甫
自
身
の
人
生
の
う
ご
め
き
…
」と
言
う

言
葉
は
、
杜
甫
の
詩
を
読
み
解
く
重
要
な
ワ
ー
ド
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
筆
を
お
き
た
い
。
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と
直
し
て
い
た
だ
い
て
載
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
賞
を
励
み
に
、
は
じ
め
に
詠
も
う
と
し
た

戦
跡
に
残
さ
れ
た
一
升
瓶
を
登
場
さ
せ
、
手
を
加
え

て
更
に
高
め
ら
れ
た
詩
に
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

小
嶋
明
紀
子

　

秋
過
鸚
鵡
洲 

　

秋
に
鸚お
う
む鵡
洲
に
過
ぎ
る

孤
舟
維
纜
暮
江
頭 

孤
舟　
纜
と
も
づ
なを
維つ
な
ぐ　
暮
江
の
頭ほ
と
り　

月
下
雁
過
黃
鶴
樓 

月
下　
雁
は
過よ

ぎ
る　
黄
鶴
楼

遐
想
禰
生
千
古
恨 

遐か

想そ
う
す　
禰で
い
生せ
い　

千
古
の
恨
み

寒
風
猶
繞
荻
蘆
洲 

寒
風　
猶
ほ
繞
る　
荻て
き
蘆ろ

の
洲

 

瑞
曄　

尾
崎　

明
子

　

繪
島 
　

繪
島

湘
南
繪
島
僦
蘭
船 
湘
南
の
繪
島
に
蘭
船
を
僦や
と
う

忽
見
艫
頭
截
碧
漣 

忽
ち
見
る
艫ろ

頭と
う
碧
漣
を
截き

る
を

絶
壁
鳴
鳶
相
戯
處 

絶
壁　
鳴め
い
鳶え
ん
相
い
戯た
わ
むる
処

中
天
富
嶽
白
渠
蓮 

中
天
の
富
嶽　
白
渠き
ょ

蓮れ
ん

佳　

作

入　

選

 

杉
森
千
枝
美

　

小
笠
原
諸
島
聟
島
戰
跡  　
小
笠
原
諸
島
聟む
こ
島
戦
跡

孤
島
潮
回
南
海
頭 
孤
島　
潮う
し
おは
回
る　
南
海
の
頭ほ
と
り　

屯
營
壁
壘
變
荒
丘 

屯
営　
壁へ
き
塁る
い　

荒
丘
に
変
ず

二
千
里
外
故
山
遠 

二
千
里
外　
故
山
遠
く

征
客
北
望
登
戍
樓 

征
客
北
望　
戍
じ
ゅ
う
楼ろ
う
に
登
る

優
秀
作
品
受
賞
に
憶
う

　

こ
の
た
び
、
思
い
が
け
ず
優
秀
賞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。ま
こ
と
に
有
難
い
こ
と
で
す
。

　

こ
の
詩
で
は
、
兵
士
が
南
海
の
孤
島
の
物
見
や
ぐ

ら
に
登
っ
て
故
郷
を
望
み
見
た
で
あ
ろ
う
と
想
像
・

推
測
し
ま
し
た
。
訓（
よ
）み
下
し
文
を「
征
客　

北

望
せ
ん
と　

戍
楼
に
登
ら
ん
」と
し
て
、
ち
ょ
っ
と

無
理
が
あ
る
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

果
た
し
て
、
戻
っ
て
来
た
応
募
詩
稿
の「
審
査
会

コ
メ
ン
ト
」に
こ
う
あ
り
ま
し
た
。「
征●

客●

は
こ
こ
で

は
普
通
の
旅
人
で
問
題
な
し
。」結
句
で
戍
楼
に
登
っ

て
北
望
し
て
い
る
の
は
往
時
の
兵
士
で
は
な
く
、
現

在
の
旅
人
＝
作
者
自
信
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
よ

う
に
読
め
る
と
は
思
い
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

作
詩
に
は
ま
り
込
ん
で
客
観
視
で
き
な
く
な
っ
て

い
た
の
で
す
。反
省
。

　

扶
桑
風
韻
の
冊
子
に
は「
征
客
北
望
戌
楼
に
登
る
」

優
秀
作
品

神
漢
連
会
員

神
漢
連
会
員「
平
成
二
十
九
年
度
扶
桑
風
韻
漢
詩
大
会
」

「
平
成
二
十
九
年
度
扶
桑
風
韻
漢
詩
大
会
」で
活
躍
活
躍

平
成
三
十
年
の
全
国
漢
詩
大
会
の
予
定

奮
っ
て
応
募
し
よ
う
！

　

詳
細
は
、グ
ー
グ
ル
等
で
各
大
会
を「
検
索
」。

　

漢
詩
応
募
規
定
・
用
紙
は
、
各
大
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

●
平
成
三
十
年
度
全
日
本
漢
詩
大
会
・
全
日
本
漢
詩

連
盟
設
立
十
五
周
年
記
念
大
会

九
月
八
日
・
九
日　

東
京　

詩
題　
「
江
・
河
・
川
に
か
か
わ
る
も
の
」、
自

由
題
も
可

応
募
期
間　

二
月
一
日
〜
四
月
三
十
日

●
平
成
三
十
年
度
全
日
本
漢
詩
連
盟「
扶
桑
風
韻
」

漢
詩
大
会

詩
題　
「
家
・
屋
に
か
か
わ
る
も
の
」　　

応
募
期
間　

九
月
一
日
〜
十
一
月
三
十
日

応
募
資
格
は
全
漢
連
正
会
員
及
び
準
会
員

●
第
二
十
一
回
全
国
ふ
る
さ
と
漢
詩
コ
ン
テ
ス
ト

十
二
月
二
日　

表
彰
式　

多
久
市

詩
題　
「
夜（
又
は
宵
）」

応
募
締
切　

八
月
十
五
日

●
第
三
回
漱
石
漢
詩
記
念
漢
詩
大
会

十
二
月
一
日　

熊
本
市

自
由
題

応
募
期
間　

五
月
一
日
〜
七
月
三
十
一
日

●
第
十
回
諸
橋
轍
次
博
士
記
念
漢
詩
大
会

十
一
月
十
日
・
十
一
日　

三
条
市

自
由
題

応
募
期
間　

 

五
月
一
日
〜
九
月
七
日
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編
集
後
記 

　

今
年
は
高
速
で
進
む
季
節
を
追
い
か
け
る
よ
う
に

百
花
先
を
争
っ
て
発
き
春
が
瞬
く
間
に
過
ぎ
て
い
っ

た
。
会
報
が
お
手
元
に
届
く
こ
ろ
は
た
し
て
紫
陽
は

終
わ
り
梔
子
が
香
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
春
か
ら

夏
に
移
り
変
わ
る
杜
甫
の
絶
句
漫
興
九
首
そ
の
八
。

舎
西
柔
桑
葉
可
拈 

舎
西
の
柔
桑　

葉
拈
む
べ
く

江
畔
細
麥
復
繊
繊 

江
畔
の
細
麦　

復
た
繊
繊
た
り

人
生
幾
何
春
已
夏 

人
生
幾
何
ぞ　

春
已
に
夏
な
り

不
放
香
醪
如
蜜
甜 

香
醪
を
し
て
蜜
の
如
く
甜
か
ら
し
め

ざ
ら
ん
や

　

久
し
振
り
に
漢
詩
本
以
外
の
読
書
の
時
を
過
ご
し

た
。
漢
詩
作
り
に
お
わ
れ
久
し
く
読
書
の
楽
し
み
か

ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
楽
し
み
に
し
て
い

た
老
後
の
過
ご
し
方
と
あ
ま
り
に
も
か
け
離
れ
て
し

ま
っ
た
今
、漢
詩
楽
し
く
も
又
、恨
め
し
。

　

二
〇
一
八
年
と
平
成
三
〇
年
に
馴
れ
て
き
た
と
こ

ろ
で
、
来
年
五
月
に
は
元
号
が
変
わ
る
。
ど
ん
な
漢

字
が
つ
か
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
か
ら
し
ば

ら
く
は
漢
字
に
多
少
注
目
が
集
ま
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

政
治
学
者
い
わ
く
、
リ
ー
ダ
ー
の
周
辺
に
忖
度
が

起
る
と
き
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
は
国
家
と
社
会
、
個
人

に
と
っ
て
危
険
な
存
在
で
あ
る
。
忖
度
す
る
個
人

の
行
動
が
国
家
と
社
会
に
は
び
こ
る
こ
と
に
な
る

云
々
。
さ
て
、
自
浄
力
が
劣
る
と
言
わ
れ
る
日
本
、

新
元
号
の
下
、「
俟
河
之
清
、
人
寿
幾
何
」と
な
ら
な

い
こ
と
を
期
待
す
る
の
は
無
理
だ
ろ
う
か
。

 

（
大
森
冽
子
）

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟 

今
年
の
行
事
予
定

●
平
成
三
十
年
度
全
日
本
漢
詩
大
会
・
全
日
本
漢
詩
連
盟
設
立
十
五
周
年
記
念
大
会

（
千
葉
県
・
東
京
都
・
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
共
同
開
催
）

期　
　

日 

平
成
三
十
年
九
月
八
日（
土
）

時　
　

間 

午
後
一
時
三
〇
分
〜
五
時（
漢
詩
大
会
）／
五
時
三
〇
分
〜
七
時
三
〇
分（
交
流
懇
親
会
）

場　
　

所 
二
松
學
舎
大
学　

中
洲
記
念
講
堂
／
九
段
一
号
館
一
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

参
加
申
込 
漢
詩
大
会
は
申
込
不
要
。
尚
、
交
流
懇
親
会
は
申
込
要（
有
料
、
八
月
二
十
日
迄
）

吟
行
会 
九
月
九
日（
日
）「
沼
津
御
用
邸
記
念
公
園
見
学
と
三
嶋
大
社
参
拝
バ
ス
ツ
ア
ー
」

 

（
有
料
、
申
込
み
期
限
は
七
月
三
十
一
日
）

●
研
修
会

期　
　

日 

①
平
成
三
十
年
十
月
十
九
日（
金
）　

②
十
月
二
十
四
日（
水
）　

③
十
月
三
十
日（
火
）

時　
　

間 

午
後
一
時
〜
午
後
五
時

場　
　

所 

神
奈
川
近
代
文
学
館
中
会
議
室

参
加
申
込 

本
会
報
同
封
の
用
紙
を
ご
利
用
下
さ
い
。尚
、詩
稿
の
締
め
切
り
は
九
月
二
十
五
日
。

●
漢
詩
講
演
会

期　
　

日 

平
成
三
十
年
十
一
月
六
日（
火
）

時　
　

間 

午
後
二
時
〜
午
後
四
時

場　
　

所 

神
奈
川
近
代
文
学
館
ホ
ー
ル

講
演
者
と
演
題　

市
川
桃
子
先
生　
「
遠
い
友　

心
の
旅
」

参
加
申
込 

不
要
。
会
員
以
外
も
参
加
可
能
。

●
中
国
西
安
漢
詩
ツ
ア
ー　
兵
馬
俑
・
華
清
池
・
陝
西
歴
史
博
物
館
・
大
雁
塔
・
楊
貴
妃
墓
等

期　
　

日 

平
成
三
十
年
九
月
十
九
日（
水
）
〜
二
十
三
日（
日
）

費　
　

用 

十
七
万
円（
税
込
）、
最
少
随
行
人
員
十
五
名
。

参
加
申
込 

六
月
末
で
一
応
締
め
切
っ
て
い
ま
す
が
、
高
津
事
務
局
長（046

│233
│7641

）に

ご
相
談
下
さ
い
。

●
吟
行
会　
　

来
年
三
月
頃
で
検
討
中
。


